
マスタ タイトルの書式設定

これからの企業システムのあるべき姿

 市場や競争環境のグローバル化をはじめ事業環境の変化が激しい時代においては、「精度あるマネジメント」と「スピード
経営」を追求しながら、収益最大化を実現することが求められています。

 そのためには、業務やITのバラツキを極小化し、事業戦略と整合した戦略的標準化を図ることが必要です。
 クラウドサービスはそれらを実現する有効な手段の一つであり、近年では、クラウドの効果を最大限享受するため、
基幹業務システムまで含めたクラウドサービス化が急激に進んできています。

クラウド化企画サービス

コンサルティングサービス

クラウド化企画サービスとは

 クラウド化企画サービスは、お客様の基幹業務システムにとって最適なクラウドサービスの形態を定義した上で、
実現に向けた適用方式やロードマップ、導入効果を見える化します。

 「基幹業務のクラウド化を行いたいが、どうやって進めればよいのか分からない」、「具体的な導入効果が知りたい」と
いった要望をお持ちのお客様に、最適なサービスです。

「持つべきIT」 「持たざるIT」とは何か？

コスト削減／スピード／柔軟性を確保する、新たな基幹業務システムの形を
クラウドサービス技術を用いてご提案致します。
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業務
システム
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標準化された最新安定運用基盤
ｲﾝﾌﾗ資源増減への迅速・柔軟な対応
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ロードマップ／
マイルストーン

クラウド化の
実現方式

販売業務

お客様の現状 実現に向けた具体化クラウド化のゴールイメージ
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統合スピード・品
質アップ

ＮＥＣ経理の活用に
よる経理業務
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サーバ統合
（OS、DB、SAPバージョンの統合）

業務の統合
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生産テンプ
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事業・エリア軸で、業務プロセス
およびシステム（AP/PF)の
バラツキを調査

事業・エリア軸で、業務プロセス
およびシステム（AP/PF)の
バラツキを調査



クラウド化企画サービスの進め方

 貴社の業務／IT環境の現状調査は、業務およびIT部門の方々へのヒアリングとアセスメントシートを用いて行います。
 収集した情報に基づいて、最適なクラウド化のゴールイメージや実現方式・規定事項を設定、具体的な導入効果やメリット、
今後のロードマップを策定いたします。

 クラウド化にあたり、業務やシステムの統合／標準化ターゲットを定めるとともに、IT組織再編の方向性も示唆します。
 標準所要日数は、約2ヶ月です。

アウト
プット

クラウド化企画サービス

日本電気株式会社 〒108-8001 東京都港区芝5丁目7-1（ＮＥＣ本社ビル） 201003

NEC コンサルティング事業部

お問い合わせは、下記へ

●RAPID（Reengineering Approach with Practical Information technology Design）は、NECの登録商標です。
●本紙に掲載された社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
●本製品（ソフトウェア含む）が、外国為替及び外国貿易法の規定により、規制貨物等に該当する場合は、日本国外に持ち出す際には日本政府の輸出許可申請書等必要な手続きをお取りください。
●本紙に掲載された製品の色は、印刷の都合上、実際のものと多少異なることがあります。また、改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。

TEL:03(3798)9279 FAX:03(3798)9809   MAIL: contact@consul.jp.nec.com
URL: http://www.nec.co.jp/service/consult

事前準備
クラウド化方針／
規定事項の設定

クラウド化
ロードマップ策定

期待効果分析

約6週間 約2週間

目的
クラウド化実行判断のため
の投資費用効果の算定

クラウド化のゴール実現へ
向けたステップ（ﾏｲﾙｽﾄｰ
ﾝ）とスケジュールの合意

プロジェクト活動のための
目的とスコープの確認、お
よび検討のインプットとな
る業務、システム、IT要員
の調査

クラウド化のゴール設定と
その実現へ向けたアプロー
チ方針、及び規定すべき事
項の設定

業務パターン共通性分類 ｸﾗｳﾄﾞ化ﾏｯﾌﾟ／ｺﾞｰﾙｲﾒｰｼﾞ クラウド化効果 クラウド化ロードマップ
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・無駄な投資の抑制によるキャッシュアウトフローの平準化
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グループ・グローバル視点でのQCD全体最適化
・標準化された事業基盤の早期導入・展開
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Delivery

変化対応力

（柔軟性）の向上、

スピードアップ

・新規購買や環境設定、技術／動作検証・

Quality ITサービス品質向上
・稼動品質（サービスレベル、時間）の一定化
・システム性能・信頼性の安定化
・障害復旧の迅速化

SI

Servi
ce

Costイニシャル
コスト

ランニング
コスト

PF
SI

AMO
PF

②IT投資計画ベース ③クラウド化

IT要員調査表
人員数（または工数）

組織
会社 事業部門 業務部門 企画 開発 運用・保守 運用対象システム
本社 共通部門 情報システム部門 X 18 3.0 5.0 10.0 基幹システムA

基幹システムB
Y 4 4.0 XXXシステム

Z 3 3.0 XXXシステム
販売部門 X 3 1.0 2.0 XXXシステム
調達部門 X XXXシステム
経理部門 X XXXシステム
・・・ XXXシステム

Ａ事業部門 開発部門 Y XXXシステム

製造部門 Z XXXシステム
Ｂ事業部門 サービス部門 X XXXシステム

・・・ XXXシステム
Ｃ事業部門 ・・・ 3 3.0 XXXシステム

グループA社 情報システム部門 Z 10 2.0 3.0 5.0 XXXシステム
業務部門 XXXシステム

グループB社 情報システム部門 Y 5 1.0 2.0 2.0 XXXシステム

業務部門 XXXシステム

(以下　アウトソース先)
X社 X 6 6.0 XXXシステム
Y社 X 2 2.0 XXXシステム

Z社 X 2 2.0 XXXシステム

IT要員数（業務機能別）拠点 要員数

各事業・

業務部門

本来業務

◎
◎

②
②
②
×
×

◎
◎
×

◎
◎

①
①
①
×
×

◎
◎
×

◎
◎

①
①
①
×
×

◎
◎
×

②
◎
②
×
×

①
◎
②
×
×

①
◎
②
×
×

②
◎
①
×
×

①
◎
①
×
×

①
◎
①
×
×

・財務会計
・連結会計
・原価管理
・固定資産管理
・ＣＭＳ

会
計

・輸出入管理
・物流手配管理

・生産計画（プラ
ンニング）
・生産管理
・製造計画（スケ
ジューラー）
・製造管理
・実績収集

・発注管理
・買掛管理
・サプライヤ管

・予算管理
・商談管理
・売掛管理
・与信管理
・販売管理
・物流管理
・倉庫管理

◎
◎

◎
◎

◎
◎

物流

×
×
×
×
×

◎
◎
×

◎
×
×
×
◎
×
×

Z
C

◎
②
②
×
◎
②
②

Y

◎
×
×
×
◎
×
×

Z

◎
②
②
×
◎
②
②

Y Xエリ
アX

◎
◎
×

◎
◎
×購

買
②
②
②
×
×

①
①
①
×
×

生
産

◎
①
①
×
◎
①
①

◎
①
①
×
◎
①
①

販
売

B事業A

システム利用マップ

IT要員調査表
人員数（または工数）
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IT要員数（業務機能別）拠点 要員数

・実現方式の設定
（個別対応型、共同センタ型、
PaaS型）
・業務/システム統合目標

・展開方式の設定
-全体一括統合、
-標準テンプレート展開、
-既存環境活用
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1stステップのマスタプラン

・財務会計
・連結会計
・原価管理
・固定資産管
理
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会
計

・輸出入管理
・物流手配管
理

・生産計画
（プランニン
グ）
・生産管理
・製造計画
（スケジュー
ラー）
・製造管理
・実績収集

・発注管理
・買掛管理
・サプライヤ
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・物流管理
・倉庫管理
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B事業A

・プラットフォーム（IT基盤）の標準化方針の決定
・標準アーキテクチャーの設定
・統合アプローチの検討、展開実行 など

プラット
フォーム

IT組織・人材

IT運用

業務システ
ム（AP）

規定事項サマリ

・IT組織役割・ミッション、機能分担の再定義
・IT要員の重点領域への配置転換・業務比率の
変更 など

IT組織構造
の最適化

・IT運用業務の標準化・統合方針の決定
・SLA定義、パートナー企業の選定 など

運用統合化

・システム統合方針、標準化の検討
・システム統合範囲の具体化 （全社、事業・エリ
ア別）
・システム統合アプローチ方法の具体化、展開実
行 など

システム統
合、標準化

・グループ・グローバルガバナンスの検討と展開
など

・業務共通化領域／個別対応領域の区分整理
・業務ルールの標準化検討、展開実行 など

ITガバナン
スの強化

ITガバナン
ス

業務の標準
化、共通化

業務プロセ
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▼構想フェーズ報告
（実行承認）
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